
遠隔教育特例校制度
◆ 令和元年8月21日に、遠隔教育特例校制度に係る省令・告示を公布、施行
・学校教育法施行規則の一部を改正する省令（令和元年文部科学省令第12号）
・「学校教育法施行規則第77条の2の規定に基づき、授業を、多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所
で履修させることができる場合を定める件」（令和元年文部科学省告示第56号）

・中学校
・義務教育学校後期課程
・中等教育学校前期課程
・特別支援学校中学部

中学校等において、地域の実態に照
らし、より効果的な教育を実施するた
めに必要がある場合であって、生徒
の教育上適切な配慮がなされている
ものとして文部科学大臣が定める基
準を満たしていると認められる場合

※数学を例とした場合

現
行
制
度

遠
隔
教
育
特
例
校
制
度A中学校 B中学校

A教諭 B教諭

・双方の教員に数学の免許が必要

遠隔授業
A中学校（配信側） B中学校（受信側）

A教諭 C教諭

遠隔授業

・数学の免許を保有していなくてもよい
・B中学校の教員である必要がある

・B中学校の教員の
身分が必要
(兼務発令等)

・配信側における生徒の有無は問わない

遠隔教育特例校とは
◆ 授業を、多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる学校
（受信側の教員が当該教科の免許状を有していない状況でも履修が可能）

対象となる学校種 要 件 指定までの流れ
申 請 指 定

希望する中学校
等の管理機関 文部科学省

都道府県の教育委員会又は
知事を経由して、申請書を提出
※原則、毎年度、8/1～10/31

実施計画を審査
し、基準を満たし
ているときに、遠
隔教育特例校
に指定
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